
2016年8月19日（金）-9月4日（日） 11：00～19：00 ＊月曜日はお休み / 金曜日は20：00まで
出品作家｜谷本 研 （たにもと・けん） / 中村 裕太（なかむら・ゆうた）　　　制作協力｜麥生田兵吾（写真撮影）
会場｜Gallery PARC （ギャラリー・パルク）
主催｜「タイルとホコラとツーリズム」実行委員会
協力｜Gallery PARC / 

【広報画像01】
フライヤーイメージ



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［グランマーブル］店舗内2階
【 Tel＆Fax 】　075-231-0706　【 Mail 】　info@galleryparc.com　【 HP 】　http://www.galleryparc.comP r e s s R e l e a s e : 2 016 . 7 . 3 0

　
　
　

2016年8月19日│金 - 9月4日│日　11：00～19：00  ●月曜休廊・金曜日は20：00まで

出品作家｜谷本 研 （たにもと・けん） / 中村 裕太（なかむら・ゆうた）　　　制作協力｜麥生田兵吾（写真撮影）
主催｜「タイルとホコラとツーリズム」実行委員会　　協力｜Gallery PARC / 

　Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］では、2016年8月19日（金）から9月4日（日）にかけて、谷本 研と中村裕太による「タイル
とホコラとツーリズム　season3 《白川道中膝栗毛》」を開催いたします。

　京都の街角に今も多く残る地蔵菩薩や大日如来などを奉ったホコラ（路傍祠）。そこからはホコラが地域に受け継がれ、奉られてきた信仰の対象
である事を伺い知るとともに、しばしば目にするタイルづくりのホコラには、それらが今日的な都市の様相を取り入れてきた歴史や変遷にも思
いを馳せる事ができるものです。

　京都市立芸術大学大学院造形構想専攻修了後、アートとその周縁に関わりながら企画活動を行う谷本研（たにもと・けん／1973年・神戸生まれ ＊
写真右）と、京都精華大学芸術研究科博士後期課程修了し、〈建築工芸〉という視点からタイル・陶磁器などの理論と制作を行なう中村裕太（なかむ
ら・ゆうた／1983年・東京都生まれ ＊写真左）。2014年、この二人の美術家がホコラの生態系に着目し、「タイル」と「ホコラ」をそれぞれのポイントと
して捉え、それらを地域における「ツーリズム（観光）」といった視野で考察する試みとして、ギャラリーをさながら『観光案内所』に変貌させた「タ
イルとホコラとツーリズム」展。また、この展覧会をきっかけに、本プロジェクトを5年間に渡って展開することを決めた二人は、翌2015年の
「season2《こちら地蔵本準備室》」では、“地蔵本”の出版を目標に掲げて、タイルとホコラにまつわる様々な資料・文献を集めた『ホコラテーク』
をギャラリーに出現させました。

　本展「season3 《白川道中膝栗毛》」は、その中で出会った書籍『北白川こども風土記』に惹かれた二人が、仔馬とともに白川街道（京都～大津）を
歩き、道中に出会うホコラに花を手向けた『キャラヴァン』の記録を中心に構成されます。また、会期中には多彩なゲストをお招きした公開研究会
や、白川街道の中間の山中町にある「重ね石」（写真左部分）を訪ねるワークショップを開催します。

　ギャラリー・パルクではお盆の恒例企画となった本展をお楽しみいただくとともに、「タイルとホコラ」への目線をきっかけに、私たちの身近な
暮らし中にある、興味深いアレやコレやを発見できる機会になるのではないでしょうか。

【広報画像02】
フライヤー掲載イメージ

「重ね石」前での道中の様子
撮影：麥生田兵吾



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［グランマーブル］店舗内2階
【 Tel＆Fax 】　075-231-0706　【 Mail 】　info@galleryparc.com　【 HP 】　http://www.galleryparc.comP r e s s R e l e a s e : 2 016 . 7 . 3 0

　
　
　

2016年8月19日│金 - 9月4日│日　11：00～19：00  ●月曜休廊・金曜日は20：00まで

出品作家｜谷本 研 （たにもと・けん） / 中村 裕太（なかむら・ゆうた）　　　制作協力｜麥生田兵吾（写真撮影）
主催｜「タイルとホコラとツーリズム」実行委員会　　協力｜Gallery PARC / 

本展の周知・広報にご協力頂ける際に、広報用画像をご用意しております。本リリース掲載画像からご希望の画像番号および掲載媒体情報を明記の上、
【info@galleryparc.com】迄ご連絡ください。尚、個人の鑑賞および利用を目的とする場合は、画像の貸出しはお断りしておりますのでご了承ください。

展 覧 会 名  タイルとホコラとツーリズム　season3 《白川道中膝栗毛》
出 展 作 家  谷本 研 （たにもと・けん） / 中村 裕太 （なかむら・ゆうた）
制 作 協 力  麥生田 兵吾 （写真撮影）

会 　 　 期  2016年8月19日［金］ ─ 9月4日［日］  11：00～19：00　＊月曜日休廊・金曜日20：00まで
主 　 　 催  「タイルとホコラとツーリズム」実行委員会
協 　 　 力  ギャラリー・パルク（Gallery PARC） / 東山 アーティスツ・プレイスメント・サービス（HAPS）

t h a n k s  五十嵐源三、橋元靖彦、谷本美貴子、中村和子、studio森森、ほか、関わってくださった全ての方 （々敬称略）
料 　 　 金  無料

内 　 　 容 【インスタレーション】
 谷本研、中村裕太の二人が、京都市内に多く見られる「ホコラ」をキーワードに、それぞれ「タイル」・「ホコラ」の視点や見地から考察・展開す

るプロジェクトの3回目。本年は、北白川小学校の児童たちが３年間かけて調べた郷土の文化、風俗、歴史をまとめた『北白川こども風土記』
（1959年、山口書店）に惹かれた二人が、仔馬とともに白川街道（京都～大津）を歩き、道中に出会うホコラに花を手向けた『キャラヴァン』
の記録を中心に構成されます。

イベント01 納涼！ 公開研究会　「こどもと郷土─『北白川こども風土記』を読む２」
 ８月27日（土） 16：00～ 「予習会」（関連映像の紹介） / 17：00～ 「トークセッション」（120分予定）　予約不要・参加費無料

 【ゲスト】 池側 隆之 （京都工芸繊維大学 / 映像デザイン）、一色 範子 （佛教大学大学院）、菊地 暁 （京都大学 / 民俗学）、佐藤 守弘 （京都精華大学 
/ 視覚文化論）、福島 幸宏 （京都府立図書館 / アーカイブズ）

イベント02 ワークショップ　「山中町・重ね石を訪ねる路線バスツアー」　予約不要・参加費無料（但しバス代700程度実費必要）
 ９月３日（土） 11:00～14:45頃（ギャラリー・パルク集合後、「三条京阪」よりバスにて山中町に。山中町散策後にバスにて「三条京阪」着後解散。）　
会 　 　 場 Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］　　〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル
ア ク セ ス 阪急河原町駅・三条京阪駅より徒歩10分、地下鉄東西線京都市役所前駅より徒歩3分。三条通・御幸町通の交差点北西角［グランマーブル］店舗内2階

問い合わせ Gallery PARC （正木・武本・村田）　【Tel＆Fax】 075-231-0706　【Mail】 info@galleryparc.com



【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48 三条ありもとビル ［グランマーブル］店舗内2階
【 Tel＆Fax 】　075-231-0706　【 Mail 】　info@galleryparc.com　【 HP 】　http://www.galleryparc.comP r e s s R e l e a s e : 2 016 . 7 . 3 0

　
　
　

2016年8月19日│金 - 9月4日│日　11：00～19：00  ●月曜休廊・金曜日は20：00まで

出品作家｜谷本 研 （たにもと・けん） / 中村 裕太（なかむら・ゆうた）　　　制作協力｜麥生田兵吾（写真撮影）
主催｜「タイルとホコラとツーリズム」実行委員会　　協力｜Gallery PARC / 

イベント詳細
イベント01

納涼！ 公開研究会

「こどもと郷土─
『北白川こども風土記』を読む ２」
８月27日（土） 16 :00 ～19 :00
16：00～ 「予習会」（関連映像の紹介）
17：00～ 「トークセッション」（120分予定）
ゲスト
池側 隆之 （京都工芸繊維大学 / 映像デザイン）
一色 範子 （佛教大学大学院）
菊地 暁 （京都大学 / 民俗学）
佐藤 守弘 （京都精華大学 / 視覚文化論）
福島 幸宏 （京都府立図書館 / アーカイブズ）

参加費
無料（生ビール、ソフトドリンク類は有料）

内容
北白川小学校の児童たちが３年間かけて調べた郷土の文
化、風俗、歴史をまとめた『北白川こども風土記』（1959年、
山口書店）は、当時、全国的にも注目され、翌年に短編劇映
画としても公開されました。本イベントは今年3月にHAPSス
タジオにおいて開催した研究会に続く第2回目にあたります。
昨年の「タイルとホコラとツーリズム season2《こちら地蔵本
準備室》」展をきっかけに、以前からこの本に興味を抱いて
いた研究者や、新たにその魅力に惹かれた者など、様 な々
視点を持つメンバーが集まり、多角的にその魅力を語り合
います。夏の終わりに、生ビール片手の〝おとな〟研究会。納
涼気分でお気軽にご参加ください！

イベント02

ワークショップ

「山中町・重ね石を訪ねる
 　　　     路線バスツアー」
９月３日（土） 11:00 ～14 :45頃
行　程
【11：00】Gallery PARC集合、会場見学後【11：30】出発 
→ 徒歩 → バス停「三条京阪」より【12：00】発「京阪バス
56A 比叡平行き」乗車 → バス → 【12：24】バス停「山中」
着、重ね石にて昼食後【13：10】山中町散策→ 徒歩 → バス
停「山中上」より【14：02】発「京阪バス56 三条京阪行
き」乗車  → バス → 【14：30】バス停「三条京阪」着後解散
参加費
無料（但し路線バス代として往復7 0 0円程度必要）

持ち物
弁当、飲み物、歩きやすい服装、雨具など

京都と滋賀を結ぶ白川街道（志賀越道、山中越とも）のちょう
ど中央には、県境の印として大きな岩に磨崖仏が彫られた〝
重ね石〟があります。かつては地元の方が地蔵盆もおこなって
おられたそうですが、今では人知れず旧道にひっそりとたた
ずむのみです。そんな重ね石を路線バスを使って訪ねましょう。

これまでの「タイルとホコラとツーリズム」

『タイルとホコラとツーリズム』展（2014年）
「ホコラ三十三所巡礼案内所」をイメージした会場で
は谷本研《三十三所ミニホコラ》、中村裕太《納涼盆
棚観光》などの展示のほか、イベント『ホコラ三十三
所巡礼ツアー』やトークセッション『信仰を観光する』
を開催。（写真：表恒匡）

『season2 《こちら地蔵本準備室》』展（2015年）
会場はタイルとホコラにまつわる様々な資料や文献
が集められた「ホコラテーク」に。その他『タイルとホ
コラ・ナイトツアー』やトークセッション『屋根裏談義』
などのイベントも開催。（写真：表恒匡）

作家略歴
谷本 研
Tanimoto Ken

1973年 神戸生まれ、滋
賀在住。京都市立芸術大
学大学院造形構想専攻
修了。アートとその周縁
に関わりながら企画活
動を行う。主な展覧会に
「 デ カ ダ ン 秘 宝 館 」
（1996/ギャラリーココ）、
「当世物見遊山」（1999/
お宿吉水）など。2002年
からは大津市仰木を
フィールドに「地蔵プロ
ジェクト」を展開中。

デザインや漫画も手掛け、「ブリコラージュ・アート・
ナウ 日常の冒険者たち」（2005/国立民族学博物館）
や「Dan Graham: Beyond」（2009/MOCA）図録な
どに漫画を執筆。2014年には装丁を担当した「フラン
スの色景」（港千尋・三木学著/青幻舎）が出版された。
観光ペナントの収集研究家として知られ、著書に
『Pennant Japan』（PARCO出版）がある。

（写真：表恒匡）

中村 裕太
Nakamura Yuta

1983年 東京都生まれ、
京都府在住。2011年京
都精華大学芸術研究科博
士後期課程修了。博士（芸
術）。博士論文「郊外住居
工芸論―大正期の浴室に
みる白色タイルの受容」。
〈民俗と建築にまつわる
工芸〉という視点からタ
イル、陶磁器などの理論
と制作を行なう。

最近の展示に「六本木クロッシング2013展：アウト・
オブ・ダウト―来たるべき風景のために」（森美術館、
2013）、「知らない都市―INSIDE OUT」（京都精華大
学ギャラリーフロール、2015）、「THE 8TH ASIA 
PACIFIC TRIENNIAL OF CONTEMPORARY ART」
（クイーンズランド・アートギャラリー / ブリスベン
近代美術館・オーストラリア、2015）、「20TH  
BIENNALE OF SYDNEY」（キャリッジワークス・オー
ストラリア、2015）など。また工芸を作り手の視点か
ら読み解き、その制作方法を探っていく〈APP ARTS 
STUDIO〉 というプログラムを運営。

（写真：表恒匡）


